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3

効率性

所
管

環境清掃部

年度

委託内容
なし

回緑に関する講習会実施回数 13

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
14

緑豊かなまちづくりのため、身近な緑の普及啓発を行うとともに、屋上・壁面・地先緑化等、緑化に要した費用の一部助成、
保護樹木等への維持管理費の助成により、区内の緑の創出と、貴重な緑資源である樹木の健全な生育を促し、都市環境の
保全を図りながら、ヒートアイランド・地球温暖化対策を推進する。

2,704

2,154

17

朝顔展示会会場設営委託
一部委託

１．保護樹木所有者への支援（指定・解除・助成金）
２．民間施設緑化助成金交付申請に対する審査・交付
３．グリーン・リーダー活動支援
４．あさがお講習会・展示会の開催
５．緑化関連講習会

補助金の有無

10,290

回 28 28

長期総合
計画体系

 [基本目標]

区民及び事業所

昭和

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅱ-２．うるおいのある生活環境づくり

 [施　　策]

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２８年度　事務事業評価シート

（３）地域で進める環境行動の支援

台東区みどりの条例根拠法令等

事業対象

事務事業名 地域緑化推進

　

環境課

行政計画 事業NO. 117 計画事業名
事業の開始・終了年度

地域緑化推進

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

①自然共生の推進

条例・規則

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

緑はヒートアイランド対策、緑の持つ「おもてなし」の効果等、重要な役割を果たしている。民間
施設緑化助成金については、助成実績が増えていない状況ではあるが、緑の役割を広く周知
していくとともに、助成制度の見直し等を図りながら、緑化を推進する。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

緑の普及啓発や地域における緑化活動は、区全体の緑が彩るまちづくり、快適な都市空間の創出、ヒートア
イランド現象の緩和や適応策などに役立つことから、依然として必要性が高い。

改善

評
価
結
果

緑に関する講習会受講者数については、一定の成果を上げられた。

2
民間施設緑化助成金の１つである屋上緑化助成については、より安価に施行できる高反射率塗料施行の増
加もあり、助成件数が増えていない。民間施設緑化助成金の普及のため、庁舎屋上緑化の活用、緑化の効
果の周知、新たな助成金制度の検討等が必要である。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

子供向けの緑化講習会の開催回数を増やしたり、緑の下町散歩道マップを活用したイベントを開催した。

314

14,414

666

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

25

1,374

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 13,910

今後の方向性

14,449

15,391

2,205

14,890

281

13,485

グリーン・リーダー活動平均参加者数

前年度比増

20

2,117

304

4,964

638

10,482

648

目的達成度

２６年度 ２７年度

1,970

4,211

成果指標
緑に関する講習会受講者数

10,313　人にかかるコスト（人件費など）

地域緑化推進の各事業において、台東区グリーン・リーダーが活躍する場を作ることで、効率的な事業運営
に努めた。

事
務
事
業
の
実
績

2,198

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

18

25

26 24人

25

1,379

グリーン・リーダー活動回数

2,379

種　別 指標の名称 (単位)
（２９年度）

２５年度

人

　決算額　　(単位：千円) 4,664


